
２０２５年 12月１日  毎月 1回１日発行   通巻５６7 

１９８４年１０月４日    第三種郵便物認可  頒価 ２００円 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

11 月２２、２３日に開催された第２２回障害児を普通学校へ・全国連絡会 全国交流集会 in 

埼玉の第４分科会「共に学ぶと共に働くの間を考える」の風景。 

５人の報告者は、埼玉の連絡会や社団、ネットワークではおなじみの顔ぶれ５人。そして、こ

の分科会の参加者は特に多く、障害当事者の割合が高かった。 

門坂:普通学級にこだわって来て、最終的には社会に居場所を作って暮らしていけるようにとの
願い。地域活動でバザーに協力してくれた会社の社長がうちへ来るかと。それから 20年余り。 
松山:高校卒業時、高校の教員ががんばってくれて、家の近くのセイコーの工場で働いた。300

人位の半分程が障害者。同じ給料、皆ちゃんと働いてと。新しい上司が来た時は私が教えた。 
前田:中学の時、連絡会と出会い、高校で学びさらに大学へ。バイト先で卒業後も働き続けてい

る。先日上司に騙され退職届を書かされかけた。来年初め、新しい会社を受けてみるつもり。 
森住:県教委の障害者枠の非常勤、応募したら中学の支援員に採用された。通常学級の障害

生徒が修学旅行で、常時親と一緒はおかしいと県交渉で話したら、退職届を書かされた。 

日吉:小学校は養護学校で中学、高校と地域の学校へ行った。障害者枠で就職したが、仕事は
干され、給料泥棒と言われた。「職場参加」は職場にまず入って行って、顔が見える関係になり、受

け入れた方も、入って行く方も、お互いに何ができるのかなって、歩み寄りながら考えていく活動。 
特別な雇用・就労の場が増えている中、職場・地域でのせめぎあいを語る参加者達の言葉 

「私も自分で生きていくとかわかってきたので」、「仕事はその人がやりたいことをやればい

い」、「１２年間市職員として働いたが体を壊してクビに。若い頃は就労幻想を抱きやすい」、

「学校用務員さんの仕事を障害者雇用にさせたい。区役所ロビーの案内係もいい」、「ビル管

理の仕事きついが人間関係はよい」、「自分の現場でもパワハラ、村八分がある」、「障害者と

健常者を分けてきたので防災の話になるとわからないことが多い」、「７年間一緒に働いてやっ

と働きやすくなった」、「ややっっぱぱりり街街にに生生ききるるゼゼミミ 準備中」、「一人暮し又は彼女と暮らしたい」 
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